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表 1 管理職希望の有無(%)(安田 2009)から抜粋1 








専門職 6.22% 61.00% 31.95% 
総合職 21.89% 32.70% 45.14% 









































まず、安田(2009)は、2004 年 12 月から 2005 年１月にかけて 21世紀職業財団が実施した『女性労働者
















表 2 管理職希望の有無(%)(安田 2009) 
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種の違いを区別していないため単純には比較できないものの、前述の 2004 年調査の 20 歳代回答と比較
しても低い水準となっている。 
表 3 今の会社でどこまで昇進したいか（20 歳代一般社員）（川口 2012） 
 




                                                     
2
厚生労働省によるとポジティブアクションとは, 「固定的な男女の役割分担意識や過去の経緯から, 営業職 に女性はほ
とんどいない, 課長以上の管理職は男性が大半を占めている等の差が男女労働者の間に生じている場 合, このような差
を解消しようと, 個々の企業が行う自主的かつ積極的な取組」と定義されている. 具体的には以 下のサイトを参照.   
http://www.mhlw.go.jp/positive-action.sengen/about.html 
 















表 4 男女別の昇進希望割合（30 歳未満の一般,・係長・主任クラスの正社員）（安田 2012） 
 











                                                     
3 株式会社クロス・マーケティング（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：五十嵐幹）による一都三県（東京・神奈
川・千葉・埼玉）に在住する 20 歳～39 歳の男女を対象に「若手社員の出世・昇進意識に関する調査」 
https://www.cross-m.co.jp/news/release/20150826.html 
 











表 5 仕事や働き方に対する今後の希望 (管理職として、組織の経営や管理に携わりたい)（内閣府 2009） 
 














査においては、大卒以上かつ 40 歳未満で、課長相当職以上に昇進したい女性が 20%となっており、2006
年から上昇傾向にあることが窺える。 
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表 7 コース別昇進意欲（21 世紀職業財団 2013）4 
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西谷(2015)は、2015 年 6月〜7月にかけて、2020 年までに女性支店長 30 名、リーダー的地位に占め
る女性割合 30%のという目標を公表している地方銀行Ａの 15 支店 315 名に対して質問紙調査を行い、女
性支店長というロールモデルと女性行員の昇進意欲の関係を分析した。被説明変数は、「あなたはどこ
まで昇進・出世したいですか（課長、次長、支店長、役員、頭取）」の質問回答に対し、「課長=3」
「次長 =4」「支店長 =5」「役員=6」「頭取 =7」の点数を付け、現在の職位について「非正規職員=1」

























永瀬・山名（2012）は 2009 年 9 月から 11 月にかけて、大企業で将来の女性リーダーとして期待され
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仮説 7-1 「子どもの有無」は、専門職以外の女性の昇進意欲に対して、有意な関係がない。 
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表 9 本稿仮説の整理 












































るかスクリーニング調査を行った後、あてはまったモニターに対して 2016 年 11 月に本調査を行い、専








































本節では、調査回答への分析結果を説明する。なお、分析には、IBM 社の「SPSS Statistics ver.23」
を用いた。分析に用いた 221 サンプルの個人特性の分布を表 10に示す。 
表 10  個人特性の分布 
項目 専門職 専門職以外 
人数 割合 人数 割合 


















































質問項目の因子分析結果を表 11 および 12 に示す。各々の信頼度係数は.923 と.885 となった。 
 
   
17  


















束し、因子 1 を「ワークサポート」因子 2を「ライフサポート」とする。また、各々の信頼度係数
は.863 .782 となった。 
表 13「勤め先における両立支援策の整備状況」の因子分析結果 
設問 因子行列 1 因子行列 2 
育児のための短時間勤務制度 .247 .577 
フレックスタイム制度 .177 .682 
始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ .136 .815 
所定外労働（残業）を免除する制度 .458 .523 
事業所内託児施設の運営 .573 .272 
子育てサービス費用の援助措置等（ベビーシッター費用など） .755 .199 
職場への復帰支援（復帰をスムーズにするためのセミナー開催など） .439 .383 
配偶者が出産の時の男性の休暇制度 .580 .284 
子供の看護休暇 .589 .195 
転勤免除（地域限定社員制度など） .636 .247 
育児等で退職した者に対する優先的な再雇用制度 .702 .120 
子育て中の在宅勤務制度 .764 .201 
④職場の良質なマネジメントに関して、「上司との関係」「仕事の任せ方」について質問した。質問項
目の因子分析結果を表 14および 15に示す。各々の信頼度係数は.934 および.794 となった。 
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各因子において 0.78 以上の十分に高い信頼性係数を持っていることを確認している。 
これらの因子を含めた全因子の相関係数及び平均・標準偏差を以下表 17に示す。 
 
   
19  

















































































































































































































































































































































































































































































表 18 昇進意欲の分布(%) 
 専門職 専門職以外 合計 
Model1 Model2 Model1 Model2 Model1 Model2 
特にない 
わからない 
62.7 79.1 77.5 84.7 70.1 81.9 
係長・主任相当職 16.4 7.2 11.8 
課長相当職 11.8 20.9 4.5 15.3 8.1 18.0 
部長相当職 3.6 5.4 4.5 
役員以上 5.5 5.4 5.4 
合計 100 100 99.9* 
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表 19 昇進意欲に影響する要因 重回帰分析結果 
 回帰係数（β） 
Model1：昇進意欲役職考慮 Model2:昇進意欲管理職 
独立変数 調整変数なし 調整変数あり 調整変数なし 調整変数あり 
AGE 
.022 .033 .001 .015 
専門職ダミー .029 .060 .080 .139 
①積極性 r -.109 .023 -.094 .080 
②ライフサポート r .087 -.037 .080 -.089 
②ワークサポート r -.210** -.271** -.196** -.212* 
③手厚すぎる支援ダミー -.091 -.080 -.056 -.037 
④上司との関係 r .009 .004 -.049 -.058 
④仕事の任せ方 r .084 .049 .125 .090 
⑤主任・係長ダミー .098 .107 .020 .030 
⑥ロールモデル現在ダミー -.051 .122 -.048 .178 
⑦子どもありダミー .026 .004 .015 -.006 
⑧自己効力感 r -.014 -.056 -.005 -.019 
⑨もともとの昇進意欲 r  -.285*** -.271*** -.297*** -.283*** 
⑨ロールモデル現在ダミー -.051 .122 -.048 .178 
交互作用専門職✕①積極性 r 
 
-.119   -.151 
交互作用専門職✕②ライフサポート r   .173  .214* 
交互作用専門職✕②ワークサポート r   .116  .065 
交互作用専門職✕⑥ロールモデル現在   -.206*  -.278** 
交互作用専門職✕⑦子どもあり   .104   .095 
交互作用専門職✕⑧自己効力感 r 
  .105   .064 
R2 乗 (決定係数) .152 .205 .144 .203 
調整済 R2 乗 (調整済決定係数) .098 .130 .091 .127 





Model1 の標準偏回帰係数β= .023(R)、Model2 の標準偏回帰係数β= .080(R)で有意とならなかった。こ
の結果は、「勤め先企業のポジティブアクション施策」が専門職以外の女性の昇進意欲に対して有意で
はないことを示しており、仮説 1-1 は棄却された。 
仮説 1-1 「勤め先企業のポジティブアクション施策」は、専門職以外の女性の昇進意欲に対して、有意
にプラスの影響を与える。（棄却） 
また、調整係数（専門職ダミー）を考慮した場合、表 19 において、Model1 の標準偏回帰係数β= 
-.119 (R)、Model2 の標準偏回帰係数β= -.151(R)で有意とならなかった。この結果は、「勤め先企業
のポジティブアクション施策」は、専門職女性の昇進意欲に対して有意ではないことを示しており、仮
説 1-2 は支持された。 
 





おいて、Model1 の標準偏回帰係数β= -.037(R)、Model2 の標準偏回帰係数β= -.089(R)で有意とならな
かった。一方、②ワークサポートを独立変数として実施した重回帰分析の結果、調整係数を考慮しない
場合、表 11 において、Model1 の標準偏回帰係数β= -.271(R) (p = .05)、Model2 の標準偏回帰係数β= 






Model1 の標準偏回帰係数β= .173(R)で有意とならなかったが、Model2 の標準偏回帰係数β= .214(R)で














いて、Model1 の標準偏回帰係数β= .009(R)、Model2 の標準偏回帰係数β= -.049(R)で有意とならなか
った。同じく、④仕事の任せ方を独立変数として実施した重回帰分析の結果、調整係数を考慮しない場
合、表 11において、Model1 の標準偏回帰係数β= .084(R)、Model2 の標準偏回帰係数β= .125(R)で有
意とならなかった。この結果は、「職場の良質なマネジメント」が女性の昇進意欲に対して有意ではな




19 において、Model1 の標準偏回帰係数β= .098、Model2 の標準偏回帰係数β= .020 で有意とならなか
 







19 において、Model1 の標準偏回帰係数β= .122、Model2 の標準偏回帰係数β= .178 で有意とならなか
った。この結果は、「ロールモデルの存在」が専門職以外の女性の昇進意欲に対して有意ではないこと
を示しており、仮説 6-1 は棄却された。 
仮説 6-1 「ロールモデルの存在」は、専門職以外の女性の昇進意欲に対して、有意にプラスの影響を与
える。（棄却） 
一方、調整係数（専門職ダミー）を考慮した場合、表 19 において、Model1 の標準偏回帰係数β= 
-.206(p = .10)、Model2 の標準偏回帰係数β= -.278(p = .05)の双方で有意であった。この結果は、
「ロールモデルの存在」は専門職女性の昇進意欲に対して有意にマイナスの影響を与えることを示して





いて、Model1 の標準偏回帰係数β= .004、Model2 の標準偏回帰係数β= -.006 で有意とならなかった。
この結果は、「子どもの有無」が専門職以外の女性の昇進意欲に対して有意ではないことを示してお
り、仮説 7-1 は支持された。 
仮説 7-1 「子どもの有無」は、専門職以外の女性の昇進意欲に対して、有意な関係がない。（支持） 
また、調整係数（専門職ダミー）を考慮した場合、表 19 において、Model1 の標準偏回帰係数β
= .104、Model2 の標準偏回帰係数β= .095 で有意とならなかった。この結果は、「子どもの有無」は専
門職女性の昇進意欲に対して有意ではないことを示しており、仮説 7-2 は棄却された。 
仮説 7-2 「子どもの有無」は、女性の昇進意欲に対して、マイナスの影響を与える。（棄却） 
（４）個人の要因 
⑧自己効力感を独立変数として実施した重回帰分析の結果、調整係数を考慮しない場合、表 19 におい
て、Model1 の標準偏回帰係数β= -.056(R)、Model2 の標準偏回帰係数β= -.019(R)で有意とならなかっ
た。この結果は、「自己効力感」が専門職以外の女性の昇進意欲に対して有意ではないことを示してお
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また、調整係数（専門職ダミー）を考慮した場合、表 19 において、Model1 の標準偏回帰係数β= .105 
(R)、Model2 の標準偏回帰係数β= .064(R)で有意とならなかった。この結果は、専門職女性の「自己効
力感」は昇進意欲に対して有意ではないことを示しており、仮説 8-2 は支持された。 
仮説 8-2 「自己効力感」の高さは、専門職の女性の昇進意欲に対して、影響を与えない。（支持） 
⑨もともとどういう昇進意欲を持っていたかを独立変数として実施した重回帰分析の結果、調整係数を
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